








まず始めに、2014年3月期第3四半期累計期間
の決算を総括いたします。 

 

2014年3月期は、3ヵ年中期経営計画「153P」
（2012年2月3日発表）の2年目として、153P計
画達成を確固たるものとする1年と位置付けてお
り、引き続き成長戦略の各施策に取り組んでお
ります。 

 

当第3四半期累計期間における業績は順調に推
移し、売上高、利益はともに計画を上回りまし
た。売上高は過去最高となり、前年同期比18%増
の451億円、営業利益は前年同期比49%増の30億
円となり、増収増益を達成しました。 

 

ポイントとして、次の4点が挙げられます。 
 
一つ目に、T&G直営店の業績は引き続き順調に
推移しました。取扱組数は過去最高となり、挙
式披露宴単価も好調で、413万円（前年同期比
11万円増）となりました。 

 
二つ目に、海外・リゾートウェディング事業に
ついても引き続き順調に業績を拡大し、海外売
上高は前年同期比21%増となりました。リゾート
ウェディング、アジア婚礼プロデュースともに
組数が増加しました。 

 
三つ目に、コンサルティング型はホテル提携数
の増加（2013年12月末時点で提携ホテル数は
7）により、取扱高は前年同期比で34%増となり
ました。 
 

四つ目に、収益構造改革の各種施策を推進し、
売上総利益率が前年同期と比較して2.8pt改善い
たしました。 
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連結損益計算書の概要をご説明いたします。 
 
当第3四半期累計期間は、売上、利益とも
に計画を上回り、前年同期に対し増収増益と
なりました。 
 
売上高は、T&G直営店、海外・リゾート
ウェディングともに好調に推移したことによ
り、45,175百万円（計画比+375百万円）と
なりました。前年同期比では、BW社グルー
プ化効果（ +4,672百万円）も加わり、18%
の増収となりました。 
尚、BW社を除く前年同期比においても、6%
の増収を確保しております。 
 
販管費は、コストの効率化を推進し、計画
に対して74百万円減の22,425百万円（前年
同期比+4,014百万円）となりました。 
 
その結果、営業利益は3,018百万円（前年
同期比+990百万円、49%増）、経常利益は
2,861百万円（前年同期比+1,151百万円、
67%増）、四半期純利益は1,490百万円（前
年同期比+613百万円、70%増）となりまし
た。 
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事業セグメント別の売上高及び売上構成比
の推移についてご説明いたします。 
 
3ヵ年中期経営計画「153P」では、3つの
成長戦略を掲げ推進しております。 
 
一つ目は「直営店舗の強化」ですが、同事
業は連結売上高の大半を占める主力事業であ
り、順調に増収を確保しております。 

 
二つ目は「海外戦略の加速」ですが、海外
売上高はリゾートウェディングを中心に拡大
しております。連結売上高に対する海外比率
は9.1%となり、前年同期比で0.3pt増となり
ました。中期経営計画最終年度の目標である
「海外売上高比率10%」に向けて、順調に進
捗しております。 
 
三つ目は「コンサルティング型」 （特に
ホテル婚礼受託事業の拡大）ですが、ホテル
提携数の増加により取扱高が3,022百万円
（前年同期比+769百万円、34%増）と増加
しております。 

 
引き続き、直営店舗の強化を進めるととも
に、成長領域である「海外」及び「コンサル
ティング型」の事業拡大を図ります。 
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取扱組数についてご説明いたします。 
 

当社グループでは、T&G直営店、コンサル
ティング型、BW社、海外（リゾートウェ
ディング、アジア婚礼プロデュース）におい
て、挙式披露宴を執り行っております。 
 
当第3四半期累計期間における当社グルー
プ取扱組数は、13,472組（前年同期比
+2,110組、19%増）となり、過去最高となり
ました。 

 
現在の受注状況を踏まえると、今期の年間
取扱組数は18,500組（前年同期比17%増）を
超える見通しとなっております。 
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国内ウェディング事業についてご説明いたしま
す。 
 

T&G直営店において、当社は真のオリジナル
ウェディングを“One Heart Wedding”と掲げ、
追求することで差別化戦略を推進しております。
当第3四半期累計期間は、高い契約率を維持する
ことにより、取扱組数が前年同期比で189組増の
7,798組となりました。また、挙式披露宴単価は、
受注進捗が順調であったことや平均人数の増加
等により、前年同期比で111千円増の4,135千円
（計画比+25千円）となりました。 

 

その結果、T&G直営店の売上高は32,231百万円
（前年同期比+1,604百万円、5%増）となりまし
た。 
 

BW社直営店は、取扱組数1,026組、売上高
4,672百万円となり、計画を上回りました。 
 

コンサルティング型においては、特にホテルの
婚礼受託事業の拡大に注力しております。主に
ホテルの受注組数の拡大により、取扱組数は前
年同期比で350組増の1,126組となりました。 

 
その結果、コンサルティング型の取扱高は
3,022百万円（前年同期比+769百万円、34%増）
となりました。 

 
尚、コンサルティング型（ホテル婚礼運営受
託）について、各ホテルの改善例（2013年受託
分）を挙げております。当社が運営受託後、契
約数・契約率共に改善しており、今後のさらな
る事業拡大につなげてまいります。 
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海外・リゾートウェディング事業について
ご説明いたします。 

 
リゾートウェディングは販売網拡大により
取扱組数が増加し、特に主力であるハワイ、
グアムが好調に推移しました。 

 
アジア婚礼プロデュースは、ホテルとの連
携やWEB戦略強化等により、上海を中心に取
扱組数が増加しております。 

 
これらにより、海外･リゾートウェディン
グ事業の売上高は、4,090百万円（前年同期
比+721百万円、21%増）となりました。 
 
営業利益については、アジア婚礼プロ
デュースへの先行投資及びリゾートウェディ
ングにおける為替の影響を受けましたが、経
常利益では為替差益により増益を確保してお
ります。 

 
尚、当期の年間施行組数については、前年
同期比でリゾートウェディングが20%増、ア
ジア婚礼プロデュースが195%増となり、順
調に推移しています。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目についてご
説明いたします。 
 
売上総利益については、売上高増による増加に
加え、戦略的に進めている収益構造改革やBW社
グループ化の影響により、前年同期比で5,004百
万円増加しました。売上総利益率は、前年同期
比で2.8pt改善しました。（BW社グループ化の影
響を除くと2.0pt改善。） 

 
販管費については、エリア制導入に伴うきめ細
かい広告戦略の実施やWEB戦略の強化による広
告宣伝費率の低減、また不動産の契約見直しに
よる地代家賃等の削減など、コストの効率化を
進めております。その一方で当期は、3ヵ年中期
経営計画「153P」の2年目として、153P達成を
確実なものとするために、人材やハード・ソフ
トの強み創りといった事業基盤投資や、新規出
店、新規提携及び海外戦略の強化などの成長投
資を行っております。 
 
その結果、販管費は22,425百万円（前年同期比
+4,014百万円）となりました。 
 
これらにより、営業利益は3,018百万円（前年
同期比+990百万円）、営業利益率は6.7%となり
ました。 
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経常利益及び当期純利益に係る項目につい
てご説明いたします。 

 
営業外損益は△156百万円（前年同期比
+161百万円）となりました。主な増減要因
は次の2点となります。 
 
一つ目に、有利子負債の削減、金利の低減
により支払利息が前年同期と比較して47百
万円減少しました。 
 
二つ目に、為替差益が前年同期と比較して
75百万円増加しました。 

 
その結果、経常利益は2,861百万円（前年
同期比+1,151百万円）となりました。 

 
また、四半期純利益は1,490百万円（前年
同期比+613百万円）となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。  
 

当第3四半期末における総資産は前期末と
比較して622百万円減少し、45,888百万円と
なりました。 
 
無形固定資産の増加（前期末比+226百万
円）については、「THE SEASON’S（ザ・
シーズン’ズ）」営業権を取得したことによ
るのれんの増加、及び当期の重点施策である
社内新システムの導入に伴うソフトウェア勘
定の増加が主な要因となります。 
 
投資その他資産の減少（前期末比-151百
万円）については、リース資産買取時におけ
る保証金との相殺が主な要因となります。 

 
引き続き、計画的に資産の効率化を進めて
まいります。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 
当第3四半期末における有利子負債残高は
163億円となりました。2012年12月にグ
ループ化したBW社※取得にかかわる有利子
負債（31億円）を除くと、同残高は132億円
となり、順調に負債の圧縮が進んでおりま
す。引き続き有利子負債の削減を推進してま
いります。 

 
なお、長期借入金・社債の減少を除くと、
固定負債が増加しておりますが、BW社資産
売却に伴い長期リース債務が増加したことが
主な要因となります。 
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当期における通期業績計画について、ご説
明いたします。 

 
当期の通期業績計画については、既に第2
四半期決算発表時(2013年11月8日)において、
上方修正いたしました。 
 
一方で、当期は3ヵ年中期経営計画
「153P」の2年目として、153P達成を確実
なものとするための事業基盤投資や成長投資
を行っております。これらを勘案した上で、
今回は通期の修正計画を据え置きとしており
ます。 

 
 
尚、通期業績計画の内容は下記の通りです。 
（括弧内は、期初発表計画比） 
 
 
売上高 
営業利益 
経常利益 
当期純利益 
 
 
 
 
 
 
 
 

百万円 
百万円 
百万円 
百万円 

（    百万円） 
（    百万円） 
（    百万円） 
（    百万円） 

60,000 
3,600 
3,300 
1,600 

+2,000 
+200 
+300 
+100 
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2014年3月期の配当予想をご説明いたしま
す。 
 
当社は、企業の継続的な成長を実現するた
めの投資を行いつつ、株主の皆様への利益還
元を適正かつ安定的に行うことを基本方針に
掲げております。 
 
当期の配当予想につきましては、上記の基
本方針を勘案し、１株当たり15円※へ増配さ
せていただく予定でおります。 
（前回予想は1株当たり12円予定。) 

 

※当社は、2013年10月1日効力発生日として1株
につき10株の割合で株式分割を行っております。
そのため、2014年3月期（予想）の期末1株当た
り配当金については、株式分割を考慮した金額
を記載しております。 
（株式分割を考慮しない場合の2014年3月期
（予想）の期末1株当たり配当金は150円となり
ます。） 
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期初に公表しております2014年3月期重点施策
について、再度ご説明いたします。 
 

2014年3月期は、3ヵ年の中期経営計画
「153P※1」の2年目として、153P達成を確固た
るものとする1年と位置付けております。 
 

直営店舗の強化として、引き続き既存店の業績
を確実に伸長させるため、様々な施策を展開い
たします。また、2012年12月に連結子会社化し
たBW社が通年寄与するとともに、シナジー効果
を生み出してまいります。加えて、来期に向け
た新店準備を万全に行います。 
 

ホテル婚礼受託事業においては、前期に提携を
開始した2つのホテルが通年寄与いたします。引
き続き提携先の拡大を推進してまいります。 
 

海外戦略では、アジア婚礼プロデュースにおい
て、上海に続き、深圳、香港、台湾、ASEANへ
の展開を進めてまいります。 
 

海外・リゾートウェディングにおいては、新た
な拠点として、シェラトン・ワイキキ・ホテル
内にチャペルが2013年6月にオープンいたしまし
た。順調に推移しており、約7か月の業績寄与※2

を想定しております。 
 

※1 153P：2013/3-2015/3の3ヵ年中期経営計画 
  （2012年2月3日発表）      
  http://pdf.irpocket.com/C4331/oWM7/VU7I/JVyi.pdf 
 
※2 グループ会社である(株)グッドラック・コーポ
レーションが1月-12月期決算のため。 
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参考として、中計最終年度となる来期2015
年3月期計画の全体像について、ご説明いた
します。 
 

国内、海外ともに成長戦略を加速させ、同
時に収益改善施策も強化し、収益力向上を目
指します。 
 

海外は、アジア婚礼プロデュースにおいて
提携ホテル数の拡大、WEB戦略の強化により
受注組数を増加させます。またリゾートウェ
ディングでは、新たに出店、提携した会場の
通年寄与により、引き続き高い成長を維持し
ます。 
 

国内は、既存店舗を強化し、安定的な成長
を実現するとともに、積極的にM&A、コンサ
ルティング案件を推進し、今期実行の新規
M&A案件、新規提携ホテルの通年寄与と共に、
さらなる成長を実現します。 
 

収益面においては、BW社等M&A案件のシ
ナジー効果、既存店舗の収益構造改革により、
収益性をより高めてまいります。 
 

併せて、今後の成長に向け成長投資もいた
しますが、更なる収益拡大を目指します。 
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海外戦略について、ご説明いたします。 
 

アジア婚礼プロデュースは、上海を中心に
事業を展開してまいりました。これまでの施
行実績が高く評価され、5つ星ホテルとの提
携数が増え、現在は上海のみならず、複数の
都市で事業を展開しております。今後も展開
する都市を拡大し、中国国内での事業を拡大
してまいります。 
 

また、中国での事業ノウハウをベースに、
香港、台湾、ASEAN各国へ本格参入いたしま
す。 

 

併せて、2つ目の事業領域として、台湾・
香港を皮切りに、アジア各国からのリゾート
ウェディング送客を本格化しております。既
に台湾には現地法人を設立し、旅行会社との
提携、サロン設置、積極的PRを推進してお
ります。また、新たなリゾートウェディング
会場の追加や自社ドレスサロン展開等、事業
拡大に向けた基盤強化を推進しています。 

 
海外戦略は、これら2つの事業展開を軸に
加速してまいります。 
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コンサルティング事業戦略について、ご説
明いたします。 
 

現在、ホテルの婚礼受託を第2の柱事業と
位置付け、提携ホテル数を増やし、事業拡大
を推進しております。 
 

こうした事業拡大は、T&Gが持つ様々なノ
ウハウが根底にあります。その提供領域は、
「人材」「商品」「ソフト」「ハード」「集
客」「事業インフラ」といった婚礼領域のみ
に留まらず、「ギフト」「ブライダルロー
ン」「ハネムーン」「ホテル運営／施設リノ
ベーション」といった婚礼周辺領域まで多岐
に渡り、こうしたノウハウを提携ホテルに提
供することで、Win-Winの関係にて、ホテル
の業績向上を実現しております。 
 

今後はこうした実績をベースに、ホテルの
みならず、専門式場や同業であるハウスウェ
ディングの他会場にも、ノウハウの提供を開
始いたします。 
 

ブライダル業界において当社のノウハウが
浸透することで業界全体の活性化を図るとと
もに、コンサルティング事業として、事業拡
大を推進してまいります。 
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直営店戦略について、ご説明いたします。 
 

国内においては、シェア拡大に向け、積極
的に新規出店及びM&Aを実施いたします。 
 

新規出店については、すでにご報告のとお
り、2015年春に「（仮称）神宮前6丁目プロ
ジェクト」を予定しておりますが、今後も年
間2～3店舗を目途に、積極的に新規出店を
行う計画であります。 
 

M&Aについては、2012年12月のBW社グ
ループ化を皮切りに、ハウスウェディング会
場の営業権を取得いたしました。新規出店と
同様に、M&Aを重要な戦略のひとつと位置づ
け、今後も随時優良案件においてはM&Aによ
るシェア拡大を目指します。 
 

既存店舗においてもエリア戦略及び企業体
質強化を行い、リニューアルや収益構造改
革、次世代ウェディングスタイル創出といっ
た施策展開により、国内でのより確固たる地
位を築きます。 
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